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第
１
章

 第１節　第2次犯罪被害者等基本計画における性犯罪被害者のための各種施策
第２節　性犯罪被害者のための総合的支援としてのワンストップ支援センター

性犯罪被害者のための総合的支援としてのワンストップ支援センター 第２節

「第2次犯罪被害者等基本計画におけるワンストップ支援センターの設置促進のための施策

第２　精神的・身体的被害の回復・防止への取組

１（16）ワンストップ支援センターの設置促進
性犯罪被害者のためのワンストップ支援センター（医師による心身の治療、医療従事者・民間支援員・弁護士・臨床心理士等による支

援、警察官による事情聴取等の実施が可能なセンター。）の設置を促進するため、以下の施策を推進する。（第4　支援等のための体制整備
への取組1（7）に再掲）

ア　内閣府において、ワンストップ支援センターを運営している民間団体及び厚生労働省、警察庁、法務省、文部科学省等の協力を得て、
「ワンストップ支援センターの開設・運営の手引（仮称）」を作成し、犯罪被害者支援団体、医療機関、地方公共団体、警察等に配布する。

イ　警察庁において、平成22年度に実施した性犯罪被害者対応拠点モデル事業の検証を行い、その結果を関係省庁及び犯罪被害者支援団
体に提供する。

ウ　厚生労働省において、医療機関に対してワンストップ支援センターについての啓発を行うほか、犯罪被害者支援団体、地方公共団体、
医師等医療関係者等から、ワンストップ支援センター開設に向けた相談があった場合には、協力が可能な医療機関の情報を収集し、当
該犯罪被害者支援団体等に提供する。

エ　厚生労働省において、医療機能情報提供制度における登録内容にワンストップ支援センターが施設内に設置されているかどうかを加
える。

イ～エの進捗状況については前掲第1章第1節　P5参照

前述の第２次基本計画策定時における要望
聴取会では、「性暴力の被害者が二次被害を
受けずに１か所で法的、医学的（心身両面
で）、心理学的、社会的支援を受けて回復で
きるワンストップセンターを各地域に整備し
てほしい。」など、性犯罪被害者のためのワ

ンストップ支援センターの設置を求める要望
が寄せられた。
そして、第２次基本計画では、以下のとお
り、ワンストップ支援センターの設置を促進
するための施策が盛り込まれた。

⑴　性犯罪被害者への聞き取り調査
内閣府が平成23年10月～12月に行った性犯
罪被害者11名への聞き取り調査では、性犯罪
被害者は、身体的影響もさることながら、精
神的な影響も甚大であり、日常生活を送るこ
とが困難な状況となる場合も少なくないこと
がうかがえた。また、適当な相談先を探すの
に相当な苦労をしたり、相談先等で、被害者
の心情への配慮を欠いた対応をされるなど、

二次的被害を受けている状況もうかがえた。
（「性犯罪被害者ワンストップ支援センターの
開設・運営の手引（仮称）作成のための聞き
取り調査報告書」参照：http://www8.cao.
go.jp/hanzai/kohyo/report/h23-2/pdf/
kikitori.pdf）
ここでは、被害による影響、被害後の相談
状況等について、回答の一部を紹介する。

 １ 設置促進に必要な調査・検討
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聞き取り調査における回答（一部）

［心身への影響］
○　急に涙があふれる、震えが止まらない、身体が痙攣する。
○　起きている時は、考えないようにするので大丈夫だが、夜になると不安
で「寝ないようにしないと」という意識が働き、外が明るくなるまで起きて
いる。
○　夢があまりにリアルなため、夢と現実の区別がつきにくくなり、加害者
にまた襲われるのではないかという不安が付きまとう。枕元に包丁を置い
て寝ると比較的落ち着いた。
○　何も感じない、つらくもないし、悲しくもない状態だった。
○　毎日死にたいと思っていた。どうやったら死ねるのだろうと、そればか
り考えていた。
○　自傷行為（手首、足首）。
○　病院ではPTSDと診断された。

［社会生活上の影響］
○　犯人が捕まっていないので、いつ自宅に来るか、いつ襲ってくるか心配
になり、外出することが難しくなった。
○　職場に男性がいるだけで働くことができない。
○　仕事では、記憶力、判断能力の低下から、それまでには絶対にしないよ
うなミスが増えた。
○　仲の良かった仕事仲間とも話せなくなり、退職した。
○　1年前に引っ越したばかりにもかかわらず、引っ越しを余儀なくされた。
引っ越しなどに費用がかかり、経済的に困窮した。

［警察に通報した／被害届を出した理由］
○　被害後2週間が経過してから、病院の勧めで通報した。
○　とりあえず警察に行ったほうがよいといわれ、警察で被害届を出すこと
を強く勧められたから。
○　誰からも被害届を出すとどのようになるかという説明を受けず、何も知
らずに被害届を出した。被害届を出したことを後悔している。
○　最初は加害者からの逆恨みが怖くて被害届を出すつもりはなかったが、
被害から1ヶ月後に届ける決心がついた。

［警察に通報しなかった／被害届を出さなかった理由］
○　警察沙汰になると、被害者であっても仕事を辞めなければいけない職場
だから。仕事を続けたかった。
○　誰にも知られたくなかった。
○　加害者が身内だったため躊躇した。
○　警察に行くほどのことではないと思った。
○　警察に行ったが、被害届の手続きの教示がなかった。
○　自分にも非があった。

［刑事手続きでの二次被害］
○　正義感が強いのは分かるが、普段、凶悪犯を相手にしている人は、加害
者対応と被害者対応が一緒になってしまっているのではないかと感じた。
（加害者が身内や、職場の人であることなどから）話せない、話したくない
と言うと責められてしまった。
○　最初に行った警察署で、「うちの管轄じゃない」と言われた。パニックに
なりながら警察行ったのに門前払いされた。
○　けがをしているのに、威圧的な態度で、相談できる状態ではなかった。
○　助けるというより、自分たちの質問に答えろ、という態度だった。
○　検察でもまたはじめから、事件のことをすべて話さなければならなかっ
た。
○　（裁判をすることになって）被害者側が証明しないといけないことが多す
ぎる。本当のことを言っているのに信じてもらえなかったり、法律の都合
に合わせて動かされる。「同意だったのではないか」ということに対して、
違うと言っても、自分が悪くないという証明がすごく難しい。怪我をして
いない、殴られていない、ということで、抵抗していない＝同意と決めつ
けられてしまう。

［行政及び民間団体の相談窓口での二次被害］
○　「ここで話は聞けない」と言われた。3回電話して、3回とも別の所を紹介
すると言われた。しかし、紹介された先でも「別のところへ」とふられた。
○　子どもがいなくて仕事に就いている人は、経済的に自立しているとみな
され、門前払いをされた。
○　毎回担当者が異なり、返ってくる回答内容もバラバラで混乱した。
○　具体的な説明を求められた際、被害について話そうとすると被害場面の
フラッシュバックが起きて、話せる状態ではなかった。被害者の心理や症
状への理解がないので、うまく話せない状態でコミュニケーションがとれ
なかった。

［被害後相談した人（機関）］
○　母親・父親、交際相手、友人
○　病院（産婦人科、診療内科、外科、口腔外科、精神科等）
○　弁護士
○　警察
○　勤務先会社
○　カウンセリング機関
○　支援センター、女性センター、パープルダイヤル　など

［医療機関での二次被害］
○　最初に友人が女医のいるクリニックを調べてくれて、診察に付き添って
くれた。しかし、警察沙汰に巻き込まれたくないと診察を断られた。
○　友人が代わりに受付をしてくれている間、離れたところに隠れていたら、
看護師がわざわざ姿を見に来た。心配する様子もなく、性犯罪被害者とし
て話題にされた気がする。

［その他］
○　被害後、何かの支援につながろうと相当動いたにもかかわらず、得られ
るものは僅かであった。
○　事情を話してから、ここでは適切な支援を受けられないと判明すること
が多く、苦痛であった。
○　病院や警察、司法と何度も同じ質問をされて、話すのは苦痛だった。
○　弁護士は3人目でいい人が見つかったが、ほとんど自力で探した。

⑵　我が国におけるワンストップ支援セ
ンターの先行事例の調査・検討
○　先行事例の活動
我が国における性犯罪被害者のためのワ
ンストップ支援センターとしては、大阪府
松原市内の「性暴力救援センター・大阪
（Sexual　Assault　Crisis　Healing　
Intervention　Center　Osaka）」（通称
「SACHICO」。以下「SACHICO」という。）
及び愛知県一宮市内の「ハートフルステー
ション・あいち」がある（平成24年３月末
現在）。

ア　SACHICO
SACHICOは、同意のない・対等でな
い・強要された性的行為は全て性暴力であ
ると位置づけ、これを人間の尊厳の問題で
あると同時に医療の問題ととらえ、大阪府
松原市内にある社会医療法人阪南医療福祉
センター阪南中央病院（以下「阪南中央病
院」という。）の一角に、待合・面談室、
診察室、スタッフルームを設け、平成22年
４月から事業を開始している。
SACHICOでは、支援のコーディネー
ト・相談等はSACHICO支援員が担い、産
婦人科医療は、「阪南中央病院の外来診療」
として常勤の女性医師６人がシフトを組ん
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で担当しており、両者が共同事業の形で、
24時間365日対応のワンストップ支援を
行っている。
主な支援内容は、SACHICOの支援員に

よる24時間ホットライン、電話相談・来所
相談、他の支援団体に関する情報提供、阪
南中央病院産婦人科女性医師による産婦人
科医療・証拠採取、院内ケースワーカーに
よるケースワーク、協力弁護士による法的
支援、院内臨床心理士又はウィメンズセン
ター大阪のカウンセラーによるカウンセリ
ングなどであり、大阪府警察、大阪産婦人
科医会、近隣の児童相談所等とも連携して
支援に当たっている。
利用者からは、「SACHICOでは、親身

に話を聴いてもらった。また、自分で決め
ることの大切さを教わり、自分で決めた道
をしっかりとサポートしてもらった。」な
どといった声が寄せられている。

SACHICO見取図
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※広さは約40㎡

イ　ハートフルステーション・あいち
警察庁及び愛知県警察では、性犯罪被害
者に必要である初期的な被害相談、医療、
各種支援を１カ所で受けられるようにする
ことにより、被害者の心身の負担をできる
限り軽減し、及び警察への被害申告を促進
して性犯罪の潜在化防止に寄与することを
目的に、平成22年度モデル事業として性犯
罪被害者対応拠点「ハートフルステーショ
ン・あいち」を愛知県一宮市にある医療法
人大雄会大雄会第一病院内に設置した。
ハートフルステーション・あいちでは、
愛知県警察が設置・運営主体となり、支援
のコーディネート・相談等を社団法人（現
公益社団法人）被害者サポートセンターあ
いちに、産婦人科医療を医療法人大雄会
に、それぞれ委託して性犯罪被害者へのワ
ンストップ支援を行っている（相談受付
は、月曜日から土曜日（祝日及び年末年始
を除く。）の９時から20時まで）。
主な支援内容は、支援活動員による電話
相談・面接相談、事情聴取や診察における
付添、関係機関の支援施策に関する情報提
供、精神科医・カウンセラーや弁護士等法
律専門家への引継、大雄会第一病院産婦人
科医師による産婦人科医療・証拠採取など
である。また、愛知県警察の支援担当警察
官が常駐して支援を行っている。
ハートフルステーション・あいちは、現
在も、愛知県警察において運営されてい
る。

○　性犯罪被害者対応拠点モデル事業の検
証
上記モデル事業については、警察庁にお
いて、有識者や省庁の関係者を構成員とす
る検証部会を立ち上げ、検証を行い、その
結果について、平成23年12月に公表したと
ころである（警察庁ホームページ（「警察
による犯罪被害者支援ホームページ」の中
の「資料編」）に報告書の全文を掲載して
いる。）。
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利用者から、「知り合いに勧められてき
たが、診察やカウンセリングを受けること
ができて安心した。」といった声が寄せら
れるとともに、ハートフルステーション・
あいちへの相談が端緒となり警察が事件を
認知した事案があるほか、誰にも相談でき
ずに悩んでいた被害者がカウンセリングや
治療を受けるなど、検証により、性犯罪被
害者の負担軽減や性犯罪被害の潜在化防止
という観点から一定の効果があったことが
明らかになった。
一方、財政的基盤の確立、医師等に対す
る研修・啓発活動の必要性等、この種事業
の実施のための課題も明らかになったとこ
ろである。

⑶　諸外国における性犯罪被害者支援の
状況
ここでは、内閣府が訪問調査した、カナ
ダ・オンタリオ州オタワの性犯罪被害者支援
の概要や、韓国のポラメワンストップ支援セ
ンターの概要を紹介する。

○　カナダ・オンタリオ州の性犯罪被害者
支援の概要
ア　性的暴行プロトコール
オタワでは、性犯罪被害者への対応を中
心的業務とする刑事司法、保健医療、社会
保障サービスの分野の組織からなるプロト
コール委員会が、コミュニティ内のサービ
ス提供機関、その内容・利用方法などをま
とめた性的暴行プロトコールを作成し、こ
れを性犯罪被害者を含め、広く一般に知ら
せている。また、同委員会は、性犯罪に対
してコミュニティとして包括的かつ効果的
に対応するため、互いに連携しながら活動
し、プロトコール参加組織間の協力関係と
意思疎通の改善に取り組んでいる。
オタワにおける性犯罪被害者へのサービ
スの提供は、次の図のように、カウンセリ
ングサポートサービス、医療サービス及び
刑事司法の３つが中心となっている。オタ

ワでは、これらのサービスを提供する各機
関が性的暴行プロトコールによって結びつ
き、連携して支援を提供することで、機能
として、被害者への途切れのない支援を提
供している。

家族、友人、コミュニティ、
信仰集団

その他のコミュニティサービス

カウンセリング
サポートサービス
・危機介入
・医療施設／司法組織
への付き添い

・継続的な
カウンセリング

医療サービス
・危機介入
・医学的処置
・証拠の収集
・性的暴行証拠キット

被害者／
サバイバー

不起訴刑事裁判所
での裁判

検事局 被害者証人支援プログラム

送検
送検せず捜査

警察

刑事手続き／法

イ　オタワレイプ救援センター（カウンセ
リングサポートサービス）
オタワレイプ救援センターは、1973年に
フェミニストグループによって設立され
た。提供するサービスは、24時間365日対
応の電話相談、警察署・病院への付添い
サービス、カウンセリング（危機カウンセ
リングと12か月以内の長期的カウンセリン
グ）等であり、全てのサービスは無料であ
る。

ウ　オタワ病院性的暴行・パートナー虐待
ケアプログラム（医療サービス）
オタワ病院性的暴行・パートナー虐待治
療プログラムは、オンタリオ州の病院を拠
点とした35の性的暴行治療プログラムの１
つであり、オタワ病院市民キャンパスの救
急部門に拠点を置き、性的暴行やパート
ナー虐待の被害者に対して、24時間365日
の支援を実施している。性的暴行が起こっ
てから２週間以内の被害者に対して医療が
提供され、薬代はプログラムの一部として
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無料である。１年間、最高８回まで、精神
的・治療的なサポートを行っている。

エ　オタワ警察（刑事司法）
オタワ警察は、性的暴行の通報を受ける
と、できる限り速やかに警察官（可能な限
り性的暴行捜査官）を被害者の元に派遣
し、オタワ病院市民キャンパスの性的暴
行・パートナー虐待ケアプログラムにおい
て行われる証拠採取や医学処置の内容に関
する情報提供等を行うほか、将来の証拠と
するため、できるだけ早い時期に、捜査官
が被害者から詳しい供述を得る。

○　韓国のポラメワンストップ支援セン
ター
ア　韓国のワンストップ支援センター
韓国では、2006年８月、ソウル市の警察
病院内に最初のワンストップ支援センター
が設置されており、2012年３月現在、警察
病院などの国公立病院、大学病院、民間病
院など16か所に設置されている。設置のた
めの特別な要件はないが、いずれも300床
以上の大型病院に併設されている。
これら国内のワンストップ支援センター
に対しては、34億5900万ウォン（うち国費
が50～60％）が予算措置されている。な
お、治療費に関する予算は、女性家族部が
別途計上している。

イ　ポラメワンストップ支援センター
ポラメワンストップ支援センターは、ソ
ウル市、ソウル地方警察庁及びポラメ病院
の協定に基づき、2008年12月、ソウル大学
の施設であるソウル市立ポラメ病院内に設

置された。
センター内には、院内の産婦人科とは別
に、婦人科治療の設備が設けられている。
また、事情聴取室及び録音録画モニタリン
グ室も設けられている（韓国では、19歳未
満の者及び一定の障害者から事情聴取をす
る場合、被害者の同意を前提とした録画が
義務付けられており、これらは児童や障害
者の事情聴取に利用されている。）。
支援対象は、性暴力、家庭内暴力、性売
買、校内暴力による被害者であり、支援内
容は、相談、医療的支援（婦人科治療、感
染症検査、緊急避妊薬投与、証拠採取、外
傷治療等）及び事情聴取等である。これら
の支援は全て無料で提供されている。
※　ワンストップ支援センターは、緊急支
援を目的としており、カウンセリング等
の長期にわたる支援が必要なケースは、
性暴力相談所など関係機関へ引き継がれ
る。また、２回目以降の事情聴取など、
以後の捜査手続への協力は、管轄警察署
の警察官が行う。
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